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みんなの補助金とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       

取手市では、市民と行政との協働を推進するため、市民が自主的に行う公益活動事業を公

募し、採択された事業に対して市が事業費の一部を補助します。 

市民団体が持つ多様な知識や経験を活かした事業提案をいただき、市と協働することで、

複雑化・多様化する地域課題の解決や地域の活性化を図り、市民が住みやすいまちづくり

を推進することを目的としています。 

 

補助対象団体　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　

以下のすべてを満たす団体が応募できます。 

・市内に在住、在勤または在学している方を含む５人以上で構成されている 

・政治活動、宗教活動、営利を目的としていない 

・法人にあっては税金に関する諸手続きが行われており、税金を滞納していない 

 

補助対象事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

・取手市内で実施する事業 

・不特定多数の市民の利益または社会的な利益の増進に寄与する事業 

・市又は国、県若しくは他市町村等の団体から他の制度による補助金等の交付を受けて 

いない事業 

※この補助金は、団体の自主自立を促進することを目的としています。将来的には補助金

等の財源がなくても活動できるような団体運営の仕組みづくりに努めてください。 

 

公募の区分（コース）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●スタートコース（最長３年間） 

・令和９年度から実施する事業 

・これまでに同一の事業で、以前に当該補助制度の採択を受けたことがない事業 

 

●ステップアップコース（最長３年間） 

・令和９年度から実施する事業 

・以前にスタートコースで採択を受けた事業で、これまでにステップアップコースの申

請をしたことがないもの 
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補助金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

●スタートコース 

各年度の補助対象経費の合計以下、年５０万円（上限）から年１０万円（下限）までの額

（千円未満は端数切捨て）　 

※１０万円に満たない申請は不可 

 

●ステップアップコース 

各年度の補助対象経費の合計の５０%以下、年５０万円（上限）から年１０万円（下限）

までの額（千円未満は端数切捨て） 

※１０万円に満たない申請は不可 

 

公募受付期間・提出場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①受付期間 

令和８年６月１日（月）～ 令和８年７月３１日（金） ※土日祝日を除く 

午前８時３０分から午後５時１５分まで 

②提出場所 

取手市役所本庁舎 ２階 市民協働課 

　　　※窓口へ持参 

　　　※郵送（持参できない場合は事前にご相談ください） 

 

【問い合わせ先】 

取手市役所　総務部　市民協働課 

住所：取手市寺田5139番地 

TEL：0297-74-2141（代表）　内線1171 

e-mail：s-shien@city.toride.ibaraki.jp 
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提出書類                                                                      

※共通（スタートコース・ステップアップコース） 

①取手市協働提案型公募事業採択申請書（様式第１号） 

②団体の定款、規約、会則、その他これらに準ずる書類（様式任意） 

※団体の設立目的や会計処理、事務処理、会費、監査などの内容が明文化されている定款

等を添付してください。 

③団体構成員名簿（様式任意） 

※役職、氏名、住所が明記されたものを添付してください。 

④年度別事業計画書（別紙１） 

⑤年度別事業収支予算書（別紙２） 

⑥確認書（別紙３） 

●その他参考資料（添付任意、様式任意） 

※その他、今回の申請事業の内容説明を補足する資料や、写真、チラシ等の補足資料があ

れば添付してください。 

 

※前年度に事業を行っている場合に限る（スタートコースのみ） 

⑦前年度事業実績内訳書（別紙４） 

⑧前年度事業収支決算書（別紙５） 

※ステップアップコース申請の場合のみ 

⑨前回採択期間の事業計画・実績内訳書（別紙６） 

⑩前回採択期間の収支予算・決算書（別紙７） 

⑪振り返りシート（別紙８） 

・提出書類はなるべくA4サイズで統一してください（チラシなど規格外のものは除く） 

・提出された書類は返却できません。 
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補助金交付までの流れ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

 

 

 

 

 申請団体 取手市

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①協働に関する事前相談 事業担当課　または 市民協働課

②申請書類の提出 市民協働課

③取手市公募補助金検討委員会にて審査 
（8月～10月）

④ヒアリングへ出席 

⑤事業の採択・不採択結果通知

⑥次年度の補助金交付予定額の通知 

（3月下旬）

⑦補助金交付申請書等の提出 

(4月以降事業開始までに) ⑧補助金交付決定通知書の送付

その年度の事業の実施

⑨事業終了後、実績報告書等の提出 

（3月末日まで）

⑪補助金交付請求書の提出
⑫補助金の交付（指定された口座へ振込）

申請年度(R8)

事業実施年度(R9) 

⑩補助金交付額確定通知書の送付

市民協働課

事業担当課
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①協働に関する事前相談 

申請したい事業が「市と協働できる事業かどうか」を、事業担当課に事前に相談してくだ

さい。担当課がわからない場合は市民協働課にご相談ください。 

②申請書類の提出 

事業担当課と申請書の内容を相互に確認し、期限までに市民協働課へ提出してください。 

③取手市公募補助金検討委員会にて審査 

　申請内容に基づき公募補助金検討委員会を 4回～5回開催します。 

④ヒアリングへ出席 

事業担当課とともに公募補助金検討委員会に出席いただき、事業の概要等について説明

してください。 

⑤事業の採択・不採択結果通知 

この採択結果通知は「補助金を交付するにふさわしい事業である」採択通知です。今後は

事業担当課にて、次年度分の補助金額の予算要求を行います。 

⑥次年度の補助金交付予定額の通知（3月下旬） 

3 月におこなわれる議会での議決を受け、次年度の補助金額が確定します。 

⑦補助金交付申請書等の提出（4月以降事業開始までに） 

事業実施年度になったら、事業担当課に補助金交付申請書および必要書類をご提出くだ

さい。 

⑧補助金交付決定通知書の送付 

この通知は、当該年度の補助金交付が決定された通知です。その年度の事業を実施する

ことができます。 

※補助金は原則、実績報告後の一括払いとなりますが、概算払いをご希望の場合はご相

談ください。 

※2年間（または 3年間）での事業採択を受けた場合は、2年目以降は⑥から⑫の繰り返

しとなります。 

⑨実績報告書の提出（3月末まで） 

　事業終了後、事業担当課に実績報告書および必要書類をご提出ください。 

⑩補助金交付額確定通知書の送付 

　実績報告書の内容を確認後、補助金交付額が確定します。 

⑪補助金交付請求書の提出 

　補助金交付額確定通知書に基づき、補助金交付請求書を提出してください。 

⑫補助金の交付 

　指定された口座へ補助金をお振り込みします。 
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提出書類（記載例）　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

①（様式第１号）取手市協働提案型公募事業採択申請書 

④（別紙１）年度別事業計画書 

⑤（別紙２）年度別事業収支予算書 

⑥（別紙３）確認書 

⑦（別紙４）前年度事業実績内訳書 

⑧（別紙５）前年度事業収支決算書 

⑨（別紙６）前回採択期間の事業計画・実績内訳書 

⑩（別紙７）前回採択期間の収支予算・決算書 

⑪（別紙８）振り返りシート 
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様式第１号（第８条関係） 

 

取手市協働提案型公募事業採択申請書 

令和 8年○月○○日 

取手市長　　　　　　　殿 

申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　 

団　体　名　劇団キラリセーフティ　　　 

代表者氏名　取手　太郎　　　　　　　　 

住　　　所　取手市○○１２３－４５　　 

電 話 番 号　０２９７－７４－２１４１　 

 

　下記のとおり取手市協働提案型公募事業の採択を受けたいので，取手市協働提案型公募

補助金交付要綱第８条の規定により，関係書類を添えて申請します。 

 
事 業 の 名 称 交通安全シルバーキラリ事業

 申 請 す る 部 門 スタートコース　　　・　　ステップアップコース

  

事業の主な内容 

・市内福祉施設への交通安全啓発の寸劇ボランティア訪問 

・交通安全の啓発活動（高齢者への反射材装着の有効性を中心に） 

・依頼による、啓発出前講座

 
事 業 の 目 的 

・ 効 果

高齢者の歩行中の事故が後を絶たず、反射材を着用していない歩行者

の死亡率は約１０倍にも高まる。だれもが当事者になりうるという意

識をわかりやすく伝え、地域の安全意識の向上に寄与する。

 事 業 期 間 令和 9年 4月　から　　令和 12 年 3 月　まで

 補 助 金 の 交 付 

希 望 額 及 び 

事 業 費

年　度
補助金希望額 

(A)

補助対象事業費 

(B)

補助割合(%) 

(A)/(B)×100

 令和 9年度 300,000 円 312,000 円 96％

 令和 10 年度 137,000 円 142,500 円 96％

 令和 11 年度 137,000 円 142,500 円 96％

 

添 付 書 類 

（各書類はA4版

で 統 一 ）

1　団体の定款，規約，会則等 
2　団体構成員名簿（役職・氏名・住所明記のもの） 
3　年度別事業計画書（別紙 1） 
4　年度別事業収支予算書（別紙 2） 
5　確認書（別紙 3） 
6　前年度事業実績内訳書（別紙 4） 
7　前年度事業収支決算書（別紙 5） 
8　前回採択期間の事業計画・実績内訳書（別紙 6） 
9　前回採択期間の収支予算・決算書（別紙 7） 
10 振り返りシート（別紙 8） 
11 その他参考資料（任意） 
備考・別紙 4,別紙 5はスタートコースのみ提出すること 

・別紙 6,別紙 7,別紙 8はステップアップコースのみ提出すること

提出書類①

市民協働課への提出日を記入
してください

住所、電話番号は、実際に連

絡可能な番号を記入してく

ださい。

今までにみんなの補助金の採択を受けていな
い事業の場合はスタートコース、以前に同一の
事業でみんなの補助金の採択を受けた場合は
ステップアップコースを選択してください。

事業期間は、事業開始から完了までの予定を記入
してください。（今回の公募では、令和 9年 4月か
ら最長でも令和 12 年 3 月までとなります） 
※必ずしも 3月までとする必要はありません。

補助金希望額(A)は、10 万円～50 万円までになります。（それぞ
れ翌年度への補助金の繰り越しはできません） 
※千円未満切り捨て

別紙２の支出欄、各年度の補助対象経
費小計と等しくなります。

スタートコースは補助対象経費の 100%以下 
ステップアップコースは補助対象経費の 50%以下 
※小数点以下四捨五入7



別紙１ 

年度別事業計画書 

 年　度 月 事　業　内　容 個別の事業説明，目的，場所，予定人数など

 R9 年度 4月 年度初め総会 ・今年度事業計画、予算の決定、役員選出等 

場所：○○集会所

 5 月 役員会 ・ボランティア訪問に必要な用具、啓発品（反

射材）の選定、購入 

・ボランティア訪問施設の検討、調整 

・出前講座の PR 準備 

場所：○○集会所

 6 月 

～
翌 

3 月

寸劇練習、福祉施設ボ
ランティア訪問

・訪問前に寸劇のリハーサル、練習 

・市内福祉施設に、交通安全啓発のボランティ
ア訪問 

※年間で市内４施設程度を予定

 6 月 

～
翌 

3 月

出前講座 ・作成チラシ等を用いた出前講座 PR 
・依頼を受けた先との調整 

・出前講座の実施（市内各種行事や地域に訪問、
高齢者向けの交通安全教室や寸劇を実施） 

※年間で市内４回程度を予定

 未
定

知識向上研修会 研修会（交通安全○○協会や関係者を招いて、
知識の向上や、最近の交通事故の傾向などを学
ぶ） 

場所：○△公民館

 未
定

街頭立哨・PR 交通安全○○協会や交通安全関係団体の活動と
協力して、団地や高齢者の多い町内会などを中
心に街頭立哨や PR を行う 

場所：市内各所

 3 月 年度末総会 ・１年間の活動報告及び反省会 

場所：○○集会所

 R10 年度 下記以外は、前年度に同じ 

 5 月 

～
翌 

3 月

寸劇練習、福祉施設ボ
ランティア訪問

※年間で市内６施設程度を予定

 5 月 

～
翌 

3 月

出前講座 ※年間で市内６回程度を予定

現時点で予定している事業のスケジュール、内容等を年度別に詳細に
記入してください。また、記入欄が足りない場合は、行を追加して記入
してください。

前年度と同じ部分は例のように一部省略して
かまいません。

提出書類④
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備考　事業内容の説明を補足する資料や写真などの補足資料があれば添付してください。

 R11 年度 前年度に同じ

 市との協働に期待すること（○をつける） 左記の具体的内容

 ・市での広報活動（広報紙掲載，ホームペ

ージ掲載，公共施設配布） 

・市からの助言・意見交換 

・市有備品の貸出・市車両の貸出 

・会場としての公共施設の確保 

・その他

・広報誌への掲載や公共施設等でのポスター

やチラシ設置による交通安全寸劇出前講座

の PR 

・出前講座を開催する会場としての公共施設

の利用提供

 市以外（市民団体や市民）との協働の取り組みの予定やその内容・方向性

 高齢者の多い福祉施設への訪問は、施設入所者や利用者の安全面などの課題もあるので、

福祉施設の職員と協働・協力のもとで、ボランティア訪問を行う予定。また、メンバー

の大多数が所属する○○自治会とも連携して、主に寸劇練習や打ち合わせ会場の確保、

準備、片付けの際に、メンバー以外の地域住民の協力も受けながら事業を行う予定。ま

た、交通安全○○協会など他の関連団体とも連携を図っていきたい。

 事業を通じての将来的な具体的目標，中長期的な展望

 ・将来的には、高齢者向けの福祉施設だけでなく、小中学校などにもボランティア訪問

を行い、誰もが交通事故の当事者になり得るということや、反射材の装着による有効性

を伝えていきたい。 

・また、将来的にはより使いやすい反射材グッズや反射材衣料品などのアイデアも検討

したい。 

・予算面においては、寸劇に必要な衣装や物品については、当初年度で一通りそろえる

ことが可能なので、その後は、訪問先に配布用反射材の実費相当程度の協力を依頼した

り、交通安全○○協会などの公的機関からの物品提供や協力、他の助成金制度の活用な

どを視野に入れたい。

前年度とまったく同じ内容を予定している場合は、
例のように省略してかまいません。

 
・「行政だからできること、また期待したいこと（役割分担したい）」 
・「団体だからできること」 
を視点に記載してください。 
※この部分に○を付ける場合は、必ず事前に担当課と相談・打ち合
わせを行って下さい。

自分の団体以外の市民や市民団体、企業や学校な

どの連携や、協力,協働の予定や方向性があれば記

入してください。
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別紙２ 

 

年度別事業収支予算書 

 

＜収　　入＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

 

＜支　　出＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

 科　　目 R9 年度 R10 年度 R11 年度 具体的な算出根拠

 １　会　費 10,000 10,000 10,000 1,000 円×10名

 ２　負担金 0 0 0

 ３　市補助金 300,000 137,000 137,000

 ４　繰越金 5,250 0 0

 ５　その他 0 0 0

 
合　計 315,250 147,000 147,000

 科　　目 R9 年度 R10 年度 R11 年度 具体的な算出根拠

 

補
　
助
　
対
　
象
　
経
　
費

消耗品費

60,000 65,000 65,000

会議用 5,000 
施設訪問用 15,000 
出前講座用 

10,000(R6 以降は 15,000) 
配布用反射材シール@100×
300 枚

 印刷製本費
52,500 52,500 52,500

啓発チラシ 10×5,000 枚 
出前講座 PR チラシ 25×100
枚

 材料費
10,000 10,000 10,000

寸劇用衣装補修用 10,000 

 備品購入費

174,500 0 0

寸劇用衣装 6,000×12 
帽子 2,625×12 
腕章 1,000×12 
反射メッシュベスト 3,000×
12 
服装色別見えやすさ啓発用ボ
ード 23,000

 通信費 5,000 5,000 5,000 連絡用切手代、電話代他

 旅費 10,000 10,000 10,000 出前講座時交通費

 小　計 312,000 142,500 142,500

 
対
象
外
経
費

食糧費 3,250 4,500 4,500 会議時茶菓子代

 小　計 3,250 4,500 4,500

 合　計 315,250 147,000 147,000

現時点で予定している補助事業の収入、支出等を年度別
に詳細に記入してください。また、記入欄が足りない場
合は、行を追加して記入してください。

様式第１号で記入した補助金希望
額(A)と同額になります。

各年度の収入と支出の予算額合計は等しくなります。

提出書類⑤
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別紙３ 

 

確認書 

 

令和 8年○月○○日　 

 

　取手市長　　　　　　　殿 

 

団　体　名　劇団キラリセーフティ 

代表者氏名　 取手　太郎　　　 

 

 

 

　当団体は，当該申請事業に関して、以下のいずれの事項にも該当することを確認し

ました。 

 

 

 

・特定の個人や一部の地域など、対象を限定していないこと。 

 

・特定の政治活動、宗教活動又は営利活動ではないこと。 

 

・スタートコースを申請する場合は、従前に同一の事業で当制度の採択を受けてい

ないこと。 

 

・ステップアップコースを申請する場合は、従前にスタートコースで採択を受けて

いること。 

 

　・補助対象経費で備品を購入する場合は、当該申請事業の実施のために必要不可欠

な備品であること。 

 

 

 

 

 

 

補助金を申請するうえで守るべきルールです。確認ができない事項がある場
合は申請できません。

提出書類⑥
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別紙４ 

前年度事業実績内訳書 

備考・新規設立団体等で前年度に事業実績がない場合は省略可能 

・スタートコースを選択した場合のみ提出すること 

 年 月 事　業　内　容 個別の事業説明，効果，場所，人数実績など

 R7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R8

4 月 

 

 

5 月 

 

 

6 月 

 

 

 

9 月 

 

 

 

12月 

 

 

 

3 月 

年度初め総会 

 

 

寸劇練習 

 

 

寸劇ボランティア 

 

 

 

寸劇ボランティア 

 

 

 

交通安全街頭立哨 

 

 

 

 

年度末総会

事業計画の決定、役員決定 

場所：○○集会所　参加メンバー：8名 

 

交通安全寸劇のリハーサル 

場所：○○集会所　参加メンバー：10 名 

 

△□町内会の依頼を受けて、地域の行事に交通

安全教室の寸劇ボランティアを実施 

場所：△□町内会館　△□町内会参加者：16 名 

 

○△子供会の依頼を受けて、地域の行事に交通

安全教室の寸劇ボランティアを実施場所：○△

公民館　○△子供会参加者：15 名 

 

交通安全○○協会と協力して、団地や高齢者の

多い町内会を中心として、街頭立哨、PR を実施 

場所：取手駅前、○○団地、その他 

参加メンバー：12 名 

 

１年間の活動報告及び反省会 

場所：○○集会所　　出席者：9名 

 

申請前年度（今回は令和 7 年度）もしくは直近の

事業年度の主な実績を記入してください。 

新規団体等で実績がない場合等は記入不要です。

提出書類⑦
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別紙５ 

 

前年度事業収支決算書 

 

 

＜収　　入＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

 

＜支　　出＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

備考・新規設立団体等で前年度に事業実績がない場合は省略可能 

　　・スタートコースを選択した場合のみ提出すること 

 科　　目 予算額(A) 決算額(B) 増減(B-A) 具体的な積算内訳

 
１　会　費 8,000 9,000 1,000

年会費 1,000×9 名

 
２　負担金 0 0 0

 
３　市補助金 0 0 0

 
４　繰越金 6,200 6,200 0

 
５　その他 0 5,000 5,000

寸劇ボランティア依頼先から

の謝礼金

 
合　計 14,200 (C)19,200 6,000

 
科　　目 予算額(D) 決算額(E) 増減(E-D) 具体的な積算内訳

 消耗品費 4,000 4,360 360 寸劇ボランティア用消耗品

 
材料費 6,400 6,430 30

寸劇用衣装補修材料代 

 
通信費 200 160 △40 切手代

 
旅費 1,600 1,000 △600

ボランティア訪問時ガソリン

代

 
食糧費 2,000 2,000 0 会議事茶菓子代

 合　計 14,200 (F)13,950 △250

 
収支差引 

(C-F)
5,250

残金の処理方法

 
次年度に繰り越し

 令和 7年度決算（見込）

申請前年度（今回は令和 7 年度）もしくは直近の

事業年度の予算・決算状況を記入してください。 

新規団体等で実績がない場合等は記入不要です。

提出書類⑧
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別紙６ 

前回採択期間の事業計画・実績内訳書 

 
事業計画（当初の予定）

事業実績（結果・見込み） 

年月、個別の事業説明，効果，場所，人数など

 令和 5年度

 4 月　年度初め総会　場所：〇〇集会所 

・事業計画、予算決定、役員選出等
4/〇実施 

・内容、場所は左記のとおり　出席 21 名
 5 月　役員会 

・ボランティア訪問に必要な用具、啓発品
（反射材）の選定、購入 

・ボランティア訪問先の選定 

・出前講座 PR チラシ作成

5/〇実施　場所：会長宅 

・内容は左記のとおり　出席 4名

 6 月～3月　交通安全寸劇練習、福祉施設ボ

ランティア訪問 

※年間 4施設程度

・練習及び打ち合わせ　6 回実施（6/〇、7/〇、8/

〇、10/〇、12/〇、3/〇）のべ出席 89 名 

・ボランティア訪問　4回実施　のべ出席 66 名 

7/〇：福祉施設〇〇〇　訪問先 34 名 

8/〇：福祉施設〇〇〇　訪問先 69 名 

11/〇：福祉施設〇〇〇　訪問先 15 名 

3/〇：福祉施設〇〇〇　訪問先 29 名

 6 月～3月　出前講座（市内各種行事や地域

に訪問し交通安全教室を実施） 

※年間 4回程度

・チラシによる PR のべ 2000 枚配布 

・出前講座　3回実施 のべ出席 43 名 

9/〇：〇〇祭　来場約 100 名 

10/〇：〇〇自治会　来場約 60 名 

2/〇：〇〇町内会　来場 23 名

 未定　知識向上研修会（交通安全〇〇協会

や関係者を招いて、知識向上や最近の交通

事故の傾向等を学ぶ）

1/〇実施 場所：〇〇集会所 

・内容は左記のとおり　出席 19 名

 3 月　年度末会議　場所：〇〇集会所 

・活動報告及び反省会

3/〇実施　リモートにて実施 

・内容は左記のとおり　出席 21 名

 令和 6年度

 4 月　年度初め総会　場所：〇〇集会所 

・事業計画、予算決定、役員選出等
4/〇実施　リモート＆書面にて実施 

・内容は左記のとおり　出席 16 名

 5 月　役員会 

・ボランティア訪問に必要な用具、啓発品
（反射材）の選定、購入 

・ボランティア訪問先の選定 

・出前講座 PR チラシ作成

5/〇実施　場所：会長宅 

・内容、場所は左記のとおり　出席 3名

実際に実施した結果（または見
込み）を記入します。

スタートコースを申請したとき
の当初の計画を転記します。提出書類⑨
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備考・ステップアップコースを選択した場合のみ提出すること 

・採択期間が複数年に及ぶ場合は，年度ごとに列記すること 

 5 月～3月　交通安全寸劇練習、福祉施設ボ

ランティア訪問 

※年間 6施設程度

・練習及び打ち合わせ　リモートにて 6回実施（6/

〇、7/〇、8/〇、10/〇、12/〇、3/〇）のべ出席 90

名 

・ボランティア訪問 

訪問は中止し、寸劇を動画にして訪問先にて上映

（前年同様の 4施設）

 5 月～3月　出前講座（市内各種行事や地域

に訪問し交通安全教室を実施） 

※年間 6回程度

中止

 未定　知識向上研修会（交通安全〇〇協会

や関係者を招いて、知識向上や最近の交通

事故の傾向等を学ぶ）

8/〇実施　リモート研修 

・内容は左記のとおり　出席 9名

 3 月　年度末会議　場所：〇〇集会所 

・活動報告及び反省会

3/〇実施　リモートにて実施 

・内容は左記のとおり　出席 16 名

 令和 7年度

 4 月　年度初め総会 

・事業計画、予算決定、役員選出等 

場所：〇〇集会所

4/〇実施　リモート＆書面にて実施 

・内容は左記のとおり　出席 21 名 

 5 月　役員会 

・ボランティア訪問に必要な用具、啓発品
（反射材）の選定、購入 

・ボランティア訪問先の選定 

・出前講座 PR チラシ作成

5/〇実施　場所：会長宅 

・内容は左記のとおり（PR チラシは昨年度未使用の

ものを使用するため追加作成は見送り）　出席 3名

 5 月～3月　交通安全寸劇練習、福祉施設ボ

ランティア訪問 

※年間 6施設程度

・練習及び打ち合わせ　リモート含め 6回程度実施

予定（5/〇、6/〇、7/〇、以降未定） 

・ボランティア訪問 

訪問は中止し、寸劇を動画にして訪問先にて上映（4

施設は実施済み。のべ 6施設程度予定）

 5 月～3月　出前講座（市内各種行事や地域

に訪問し交通安全教室を実施） 

※年間 6回程度

・チラシによる PR のべ 2000 枚配布予定 

・出前講座 

訪問先と調整のうえ、リモート＆動画配信で教室開

催予定　　6/〇：〇〇自治会　以降未定

 未定　知識向上研修会（交通安全〇〇協会

や関係者を招いて、知識向上や最近の交通

事故の傾向等を学ぶ）

実施時期未定

 3 月　年度末会議 

・活動報告及び反省会　場所：〇〇集会所

3/〇実施予定

現在実施中のものや、今後実施予定
のものはわかる範囲で記入してくだ
さい。
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別紙７ 

 

前回採択期間の収支予算・決算書 

 

 

＜収　　入＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

 

＜支　　出＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円） 

備考・ステップアップコースを選択した場合のみ提出すること 

・採択期間が複数年に及ぶ場合は，各年度それぞれ別葉で作成すること

 科　　目 予算額(A) 決算額(B) 具体的な決算内訳

 １　会　費 10,000 12,000 1,000 円×12 名

 ２　負担金 0 0

 ３　市補助金 300,000 300,000

 ４　繰越金 5,250 6,650

 ５　その他 0 0

 合　計 315,250 (C)318,650

 科　　目 予算額(D) 決算額(E) 具体的な決算内訳

 消耗品費 60,000 69,224 会議用消耗品 4,864 

施設訪問用消耗品 18,800 

出前講座用消耗品 12,560

 印刷製本費 52,500 45,000 啓発チラシ 25×1,000 枚 

出前講座 PR チラシ 10×2,000 枚

 材料費 10,000 12,016 寸劇衣装補修材料 12,016

 備品購入費 174,500 174,500 寸劇用衣装 6,000×12 

帽子 2,625×12 

腕章 1,000×12 

反射ベスト 3,000×12

 通信費 5,000 11,110 連絡用切手代、電話代

 旅費 10,000 1,800 出前講座時交通費

 燃料費 0 2,000 施設訪問時車両ガソリン代

 食糧費 

※補助対象外

3,250 3,000 会議時飲料

 合　計 315,250 (F)318,650

 収支差引 

(C-F)
0

残金の処理方法

 残金なし

 　　　　　年度決算（見込）

過去のスタートコースで採択を受けた年度ごとに、それぞれ作成してくだ
さい。 
３か年度採択⇒３枚作成、２か年度採択⇒２枚作成、１か年度採択⇒１枚
作成

実際に実施した結果（または見込み）の決算
額とその主な内訳を記入します。

スタートコースを申請したときの当
初の予算額を転記します。

提出書類⑩
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別紙８ 

振り返りシート 

備考　ステップアップコースを選択した場合のみ提出すること 

 

 前回採択時の検討委員会

からの付帯意見内容（転

記する）

条件付きで、補助金希望額の一部を減額して採択する。 

〇〇〇を目的とした事業内容は、今日の社会ニーズとも一致してお

り、高い公益性が認められる。また、〇〇〇は〇〇〇である。 

なお、事業実施に際しては、〇〇〇という中長期的な展望と、将来の

事業継続性の保持が望まれる。そのためには、今回の事業採択期間の

３年間で、〇〇〇や〇〇〇を行うことが望まれる。

 前回の補助採択額（転記する） 実際の交付（見込み）　額

 R5 年度 ３５０，０００円 ３５０，０００円

 R6 年度 ３５０，０００円 ３２２，０００円

 R7 年度 ３００，０００円 　　　　　　３００，０００円

 検討委員会からの付帯意

見に対して、どのように

対応したか

・〇〇〇については、〇〇〇と〇〇〇を課題として検討をすすめ、２

年目から〇〇を取り入れる形で事業展開をおこなった。 

・〇〇〇の実施については、初年度に〇〇の試行を行ったが、〇〇の

部分に課題があることから、事業３年目の現在においては、手法を含

めて再度検討中である。

 前回の当初計画の主なも

ののうち実行できた点

と、得られた成果

福祉施設へのボランティア訪問及び出前講座は、〇〇〇や〇〇〇を通

じて、初年度は当初の計画通り実施できた。それにより、のべ約〇〇

〇人の高齢者を中心に、地域の安全意識の向上に寄与することができ

た。

 前回の当初計画の主なも

ののうち実行できなかっ

た点と、その理由・原因

・当初予定していた〇〇〇については、初年度に試行を行ったもの

の、３年目の現在においては実施ができていない。原因としては、〇

〇〇と〇〇に課題があり、〇〇〇が確保できていないことによる。 

・福祉施設へのボランティア訪問及び出前講座については、〇〇とい

う社会的な諸問題から訪問先との調整が難航したため、２年目、３年

目は中止や代替手法に切り替えざるを得なくなった。

 当初計画に対する総合的

な達成度（自己評価）
７５／１００点

スタートコースの採択結果通知に同
封されていた検討委員会からの付帯
意見を転記します。

スタートコースの採択結果通知
に記載された各年度の採択額を
転記します。

各年度の事業実施で実際に
交付を受けた補助金額を記
載します。

上記の付帯意見に対して、団
体としてどのように対応した
のかを具体的に記入します。

スタートコースの採択時に計画していた主な
計画のうち、実行できたものと、それによって
得られた成果を振り返って記入します。

スタートコースの採択時に計画
していた主な計画のうち、実行で
きなかったものと、その原因や理
由を振り返って記入します。

提出書類⑪

当初の計画に対して１００
点満点で総合的な達成度を
自己採点して記入します。
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よくあるご質問と回答（FAQ）        　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

 

（Q１）「不特定多数の市民の利益または社会的な利益の増進に寄与する事業」とは具

体的にどのような事業ですか。 

（A１）特定の個人や会員、特定の地域のみを対象とした事業ではなく、すべての市民

の利益になるような事業です。そのため、団体メンバー間でのイベントや、特

定の地域住民を対象とした地区のお祭りなどは該当になりません。 

 

（Q２）町内会で行う地域内の清掃ボランティア活動は補助対象になりますか。 

（A２）参加対象者や受益者が限定されていることなどから、補助対象にはなりませ

ん。申請できる事業は、その目的や効果が団体の会員や構成員以外のすべての

市民の利益になる内容であることが条件となります。 

 

（Q３）未成年や学生であっても、応募は可能でしょうか。 

（A３）応募資格を満たしている団体であれば、未成年や学生の方でも応募が可能で

す。 

 

（Q４）これから仲間を集めて活動を開始したいのですが、実績がなくても応募がで

きますか。 

（A４）申請条件に該当する団体、事業であれば申請できます。 

 

（Q５）新しく設立した団体ですが、現在、定款（規約・会則など）がありません。作

成する必要がありますか？ 

（A５）必要です。「みんなの補助金」は公金である補助金を交付するものです。代表

者や会計処理の方法などを定めていない団体に交付することはできません。 

 

（Q６）初めて「みんなの補助金」の申請をしますが、以前に同じ事業で市から別の制

度による補助金を受けたことがあります。申請は可能ですか。 

（A６）別の制度による助成金等の交付を一切受ける予定がない場合、以前から行っ

ていた事業であってもスタートコースで申請することができます。審査の際に

は、これまでの事業実績について確認いたします。 

 

（Q７）これから行おうとしている事業について申請できる内容の事業なのか、また

どこに相談したらよいかわかりません。どこに相談したらよいですか。 

（A７）市民協働課にご相談ください。協働の担当課を紹介いたします。 

「みんなの補助金」制度は、既存の補助事業に該当しない新たな事業を対象と

する　ことを前提としているため、市の他の補助制度の対象となる場合は、そ

ちらをご案内させていただく場合があります。 
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（Q８）他の制度の補助金や助成金等が充てられる予定の事業は対象外とありますが、

具体的にはどういったものを指しますか。 

（A８）国や都道府県、市町村、独立行政法人などから、助成金や委託等のお金を交付

されて行う事業は対象外となります。なお、直接お金が交付されない事業であっ

ても、実質的に間接補助を受けるケースも対象外となるので注意が必要です。例

えば、社会福祉協議会や体育協会、町内会や自治会、商工会など、市から補助等

を受けている団体から交付を受ける場合も対象外となります。 

 

（Q９）補助金の対象となる経費は、どのようなものでしょうか。 

（A９）対象となる経費は、「事業の実施に直接的に必要となる経費」です。事業と直

接関連の低い備品や、団体メンバーに対するものは対象になりません。 

 

（Q１０）参加費を徴収するなど、有料で行う事業は対象になりますか。 

（A１０）参加費を徴収する事業も対象になります。ただし、団体メンバーへの利益を

目的とした事業は対象になりません。 

 

（Q１１）集客イベントを考えていますが、揃いの衣装等の費用は対象になりますか。 

（A１１）個人の所有に帰する衣服（スタッフジャンバー等）は対象としません。 

 

 項目（例） 対象となる経費（例）

 　報償費 外部の講師を招く際の謝礼金　など 

※団体メンバーに対するものは対象外

 　通信運搬費 はがき、切手代、電話料金　など

 　旅費 移動時の電車、バス代　など

 　印刷製本費 会議資料、チラシ、ポスター等作成費用　など

 　材料費 イベントに必要な原材料　など

 　保険料 イベント開催時の保険料　など

 　消耗品費 イベントや会議に必要な筆記具　など

 　食糧費 外部の講師を招く際の昼食代（講師分のみ）　など 

※団体メンバーは対象外

 　負担金 外部の研修会への参加負担金　など

 　使用料 会議やイベントで使用する施設の使用料　など 

※団体事務所等の維持費は対象外

 備品購入費 事業実施に直接的に関連する備品　など

 その他これらに類す 

る経費

必要があると認めたときに限る
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（Q１２）3年間の補助金を受けた後、4年目には補助金がなくなりますが、その後ステ

ップアップコースに申請しても良いのでしょうか。 

（A１２）この補助金は、団体の自主自立を促進することを目的としています。そのた

め、将来的にはできるだけ補助金等の財源に依存せずに活動できるような団体

運営の仕組みづくりに努めていただく必要があります。ステップアップコース

への申請が可能ですが、スタートコースでの実績や自主自立に向けた取り組み

も審査基準となります。 

 

（Q１３）今回申請の対象となる事業期間及び、年度の区切りについて教えてくださ

い。 

（A１３）「年度」は4月１日～翌年3月末日までを1年度とします。年度ごとに事業計

画や会計処理（予算・決算）をして、事業終了後に補助金が交付されます。

今回申請できる事業は、令和8年4月から行う予定の事業となります。対象と

なる期間は最長3年間となり、単年度や2年間だけの事業も申請可能です。 

 

　　　　 

（Q１４）補助事業として採択されると、申請した期間の補助金の交付が保証される

のでしょうか。 

（A１４）採択は、申請された事業が補助金を交付するにふさわしい事業と認められ

たことを示しますが、補助希望額どおりの交付を保証するものではありません。

採択された事業は、担当課に振りわけられ、毎年度の予算要求に組み込まれま

す。その後、予算編成や議会の議決を経て、予算の範囲内で補助金額が決まり

ます。団体は毎年度、担当課に交付申請を行うことで補助金が支払われます。 

また、その事業内容が当初の目的に反する場合や、正当な理由なく事業を中止、

廃止した場合は採択が取り消され、補助金が交付されない場合があります。 

 

（Q１５）補助事業として採択されると、いつ補助金が交付されますか。 

（A１５）原則的には、事業が完了したあとの一括払いですが、必要と認められた場合

は、交付決定後に一部（70％が上限）の概算払いを受けることができます。 

 

 

（Q１６）必要に応じて行政との協働提案が可能とのことですが、具体的にはどのよ

うなことでしょうか。 

 
今回の申請対象事業

令和9年度 

2027/4～2028/3

令和 10 年度 
2028/4～2029/3

令和 11 年度 
2029/4～2030/3

 3 年間の事業

 2 年間の事業

 1 年間の事業
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（A１６）補助事業を行う上で行政側に期待したい（役割分担したい）内容がある場合

は、申請書「別紙１」の該当欄に○をつけて、その内容を記載してください。 

 

（Q１７）補助金交付を受けるための実績報告は、いつどこにすればよいのですか。 

（A１７）その年度の事業が終了したとき、事業実績報告書に補助対象経費の領収書

の写しなど、必要書類を添付して事業担当課に提出してください。
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